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　鯛は低脂肪、高たんぱくでしかも、消化がよいので胃腸障害の人、
お年寄り、また、ダイエット向きの食品です。姿、色、味の三拍子そ
ろった百魚の王として珍重されています。 
 「腐ってもタイ」という言葉は、タイ類の肉はイノシン酸が分解しに
くく、鮮度が低下しても味が落ちないということを示しています。 
　今回はダイエットメニューとして紹介しましたが、味が淡泊なので、
マスタードを使ってメリハリをつけてみました。 

　材料（2人分） 

鯛…2切れ 
食塩…小さじ1/6 
こしょう…少々 
 
ニンジン…小1/2本 
水…1/2カップ 
コンソメの素…少々 
食塩…少々 

「鯛」 

たんぱく質と、糖質を
エネルギーに変えるビ
タミンＢ1を多く含ん
でいます。Ｂ1が不足
すると、活力がでなく
なったり、脳や神経が
鈍ったり、糖質が脂肪
となって太る原因とな
ります。 

菜の花…80g 
生しいたけ…20g 
サラダ油…小さじ１ 
食塩…少々 
こしょう…少々 
 
   粒マスタード…小さじ１ 
　プレーンヨーグルト…大さじ１ 
　食塩…少々 

a

　作り方 
①鯛は塩、こしょうをふる。 

②グリル、またはオーブントースターに①を入れて7～8分
焼く。 
③ニンジンは輪切りにしてスープ、塩でやわらかく煮る。 
④菜の花は熱湯でやわらかくゆで、4cmくらいに切る。し
いたけはそぎ切りにする。 
⑤油で④を炒め、塩、こしょうで調味する。 
⑥　の粒マスタード、ヨーグルト、塩を合わせる。 
⑦器に②を盛り、⑥をかけ、③と⑤を添える。 
a

の 
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監督庁に提出した健康保険料を基にした｢一般勘定｣という健康保険の予算と、介護保険料を基にした｢介護勘定｣という
介護保険の予算、それぞれについて平成16年度の予算概要をお知らせします。 

　健康保険料率は、保険給付費、保健事業費、拠出金など
の支出に見合った保険料収入となるように決められます。
その年度の決算で残金が出たときは、法定準備金等に充当
後に積立金として積立て、将来の事業運営資金や、収入不
足を補うために使われます。 
　この積立金が平成15年度末の見込みで約70億円（保険給
付費と拠出金の約9か月分）となる予定です。これは、日頃
の皆さんの医療費抑制へのご協力はもとより、各種の保健
事業の実施、借上げ保養所の廃止等、様々な施策を展開す
るなかで、健保として常に健全経営を目指してきたことに

対するご理解、ご協力の賜物と考えております。 
　そこで、現段階では特別大きな予算を必要とする事業計
画がないことから、積立金が一定金額になるまで予算編成
において積立金を繰り入れ、皆さんの保険料負担を軽減す
るために健康保険料率を引き下げることにいたしました。 
　しかしながら、現在、医療制度の抜本改革が進められて
おりますが、先行きは不透明なため、健康保険料率は、積
立金が法定準備金と同額程度になる時点で、適正な保険料
率に再改定させていただきたいと考えております。 

平成16年度の予算が、去る2月19日に開催された健康保険組合の組合会において可決承認されました。 
監督庁に健保予算に係わる認可申請及び届出書を提出し、認可されました。 

 
 
　保険給付には法定給付と付加給付があります。皆さんが医
療機関で診療を受けた際の健康保険負担分の支払いや、本人
負担分に対する補助をしています。 
　保険給付費は支出内訳で約49%を占めています。ご家族を
含めた皆さんの健康増進を図る必要性を再認識します。 
 
 
　監督庁から示された計算式と諸率で当健康保険組合の老人

保健拠出金と退職者給付拠出金を計算したところ、合算額で
平成15年度の拠出金（予算額）とほぼ同額であることがわか
りました。内訳は、退職者給付拠出金が約1億5,060万円増と
なりますが、老人保健拠出金が約1億4,740万円の減額です。
退職者給付拠出金が増加した要因としては、老人医療費の増
もありますが、健康保険法改正により、退職者医療制度の対
象年齢の上限が75歳になるまで毎年１歳ずつ引き上げられる
ことによる対象者の増が挙げられます。老人保健拠出金につ
いては、法改正により減額になる要因と､老人加入率の影響
による増がありますが、最終的には減額となりました。 

保険給付費 

拠出金 

科　　目 
■ 健康保険収入予算 

健康保険収入 8,750,378 
8,745,155 
5,223 

202,595 
1,262,872 

1 
69,860 
75,988 

10,361,694

84.45% 
84.40% 
0.05% 
1.96% 
12.19% 
0.00% 
0.67% 
0.73% 

100.00% 

調整保険料収入 
繰入金 
国庫補助金収入 
財政調整事業交付金 
雑収入 
　　　　　　計 
 

保険料 
国庫負担金収入 

予算額（千円） 比率（％） 科　　目 
■ 健康保険支出予算 

182,158 
5,035,604 
4,785,056 
250,548 
4,113,139 
2,528,223 
1,584,916 
514,667 
1,100 

202,595 
3,239 
17,306 
291,886 

10,361,694

1.76% 
48.60% 
46.18% 
2.42% 
39.70% 
24.40% 
15.30% 
4.97% 
0.01% 
1.96% 
0.03% 
0.17% 
2.82% 
100.0%

 

法定給付費 
付加給付費 
 
老人保健拠出金 
退職者給付拠出金 

予算額（千円） 比率（％） 

事業主 合　　計 
 

■ 健康保険料率負担割合　　　　　　 
被保険者 

36 
1000

20 
1000

56 
1000

事務費 
保険給付費 
 
 
拠出金 
 
 
保健事業費 
還付金 
財政調整事業拠出金 
連合会費 
その他 
予備費 
　　　　　　計 
 
 
 
 
 
 

　　　　　　　調整保険料：健康保険法附則により、健康保険
組合連合会が行う交付事業に充てるため徴収するもの。 
退職者給付拠出金：国民健康保険制度の中の退職者医療制度に
よる医療給付に要する費用を賄うための拠出金。 

老人保健拠出金：老人保健制度による医療給付等に要する費用
を賄うための拠出金（対象者の年齢が、70歳から毎年1歳ずつ
75歳になるまで引き上げられます）。 

（平成16年3月1日より適用） 

　平成16年度予算のなかで、支出に占める比率も高く、重要な科目である保険給付費と拠出金の状況について説明します。 



 
 
　収入予算は、事業主および介護保険第2号被保険者と特定
保険者の皆さんからの介護保険料収入(5億8,572万円)と、今
年度は、2,700万円の繰入れを計上しています。 
 
 
　支出予算の主なものは、国から納付額が決められる介護納
付金6億8,153万円です。 

　介護勘定は、健康保険組合が被保険者の皆さんから介護保
険料を徴収し、社会保険診療報酬支払基金へ介護納付金とし
て納付するためのものです。したがって、平成15年度の介護
勘定で生じる収入支出の残金は、まず法定準備金に充当され、
残金がある時は平成16年度の繰越金として処理されます。(最
終的には、平成15年度の決算組合会で決定されますが、現在
の状況では全額繰越される予定です)

■ 収　入 
　主な収入としては、事業主及び被保険者の皆さんからの保
険料収入の、87億5,037万円(総収入の84.0%)と、今年度は、
特別に積立金から12億4,000万円（総収入の12.0％）の繰入れ
があります。 
 
■ 支　出 
　主な支出は、保険給付費50億3,560万円と拠出金41億1,314
万円があり、総支出の88.3%を占めます。また、皆さんの健

康管理、疾病予防(人間ドック、主婦健診等)、体育奨励や各
種の情報提供を行うための保健事業費として5億1,467万円計
上しています。今年度も厚生労働省の提唱する｢健康日本21｣
運動の｢二次予防から一次予防へ｣の観点に立ち、事業を推進
していきます。 
　予備費は、不測の出費に対処するために、2億9,189万円計
上しました。 

収入の状況 

支出の状況 

事業主 合　　計 
 

■ 介護保険料率負担割合　　　　　　   

被保険者 

3.8 
1000

3.8 
1000

7.6 
1000

科　　目 

■ 介護保険収入予算 

介護保険収入 

繰越金 

繰入金 

雑収入 

　　　　　　計 

585,722 

69,363 

27,000 

24 

682,109

85.87% 

10.17% 

3.96% 

0.00% 

100.0%

予算額（千円） 比率（％） 科　　目 

■ 介護保険支出予算 

介護納付金 

還付金 

　　　　　　計 

681,532 

577 

682,109

99.92% 

0.08% 

100.0%

予算額（千円） 比率（％） 

平成16年度 

10,362百万円 

平成15年度 

10,864百万円 

11,000 

10,000 

  9,000 

  8,000 

  7,000 

  6,000 

  5,000 

　　   0

保険給付費 
5,036

保険給付費 
5,288

事務費 
182

事務費 
210

拠出金 
4,113

拠出金 
4,110

保健事業費 
515

保健事業費 
602

還付金 
1

財政調整事業拠出金 
179

その他 
14

その他 
17

連合会費 
3

連合会費 
3

還付金 
6 
 

予備費 
292

予備費452（百万円） 
財政調整事業拠出金 

203

　　　　　　　介護保険第2号被保険者：介護保険制度の対象
者で40歳から64歳までの医療保険加入者。 
ちなみに65歳以上の方は第1号被保険者となります。  
特定保険者：40未満の被保険者で介護保険第2号被保険者で
ある被扶養者を扶養している方もしくは、海外勤務者(65歳未
満健保組合被保険者)で国内に40歳～64歳の健保組合被扶養者
のいる方。 

（平成16年3月1日より適用） 

　予算総額は、6億8,211万円で平成15年度予算に比べて29.1％の増加となりました。 
　増加の要因としては、監督庁からの通達による1人あたりの負担見込額の増加(5,400円余)、平成14年度の精算 
　(約3,800万円)等があります。 

それでは全体の予算に移ります。 
予算総額は、103億6,169万円で平成15年度予算と比べ約5億228万円(4.6%)の減としています。 
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37雑収入 
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（百万円） 


